
  

大
阪
都
構
想 

門
真
市
が
地
図
か
ら
消
え 

住
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
へ
の
道 

 

門
真
市
職
員
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

西
本
孝
雄 

今
年
６
月
１６

日
に
門
真
市
長
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
市
長
選
挙
は
２
期
８
年
の
園
部

市
政
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
併
せ
て

大
阪
維
新
の
会
所
属
の
宮
本
一
孝
府
議

が
大
阪
都
構
想
推
進
を
掲
げ
て
い
た
た

め
に
、
大
阪
都
構
想
が
大
き
な
争
点
に

な
る
予
定
で
し
た
。 

宮
本
府
議
は
、「
迂
回
寄
付
」
問
題
で

４
月
１０
日
に
出
馬
を
断
念
し
た
も
の

の
、
維
新
の
会
が
新
た
な
候
補
者
を
擁

立
す
る
か
も
し
れ
ず
、
本
稿
で
大
阪
都

構
想
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。 

維
新
の
会  

大
阪
都
構
想
を
推
進 

大
阪
維
新
の
会
所
属
の
宮
本
府
議
は

２
月
２４
日
、
出
馬
を
表
明
し
、
「
宮
本

氏
は
読
売
新
聞
の
取
材
に
対
し
、『
橋
下

大
阪
市
長
、
松
井
知
事
が
在
職
中
に
、

衛
星
市
で
も
大
阪
都
構
想
に
向
か
っ
て

推
進
す
る
形
に
し
な
い
と
い
け
な
い
』

と
の
述
べ
、
立
候
補
の
意
向
を
固
め
た

こ
と
を
認
め
た
。」（
２
月
２５
日
付
「
読

売
新
聞
」）
と
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
都
構
想
の
制
度
設
計
を
決
め
る

「
大
都
市
制
度
推
進
協
議
会
」
で
、
大

阪
府
知
事
が
、
大
阪
市
を
解
体
し
、
市

内
２４
区
を
選
挙
で
選
ば
れ
た
区
長
の

い
る
「
特
別
自
治
区
」
に
再
編
す
る
都

構
想
の
素
案
を
示
す
と
と
も
に
、「（
大

阪
市
と
堺
市
を
除
く
）
府
内
の
各
市
町

村
に
も
合
併
を
奨
励
し
て
い
き
た
い
」

の
方
針
（「
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
構
想
」）

を
示
し
て
い
ま
す
。 

都
が
成
立
し
た
場
合
に
、
大
阪
市
を

解
体
し
て
つ
く
る
人
口
３０

万
人
規
模

の
特
別
自
治
区
と
同
様
の
特
別
自
治
区

を
ほ
か
の
地
域
で
も
広
げ
る
意
向
を
示

し
て
い
ま
す
。（
昨
年
５
月
１８
日
の
「
日

経
新
聞
」） 

 園
部
市
長 

三
選
め
ざ
す 

大
阪
都
構
想
の
問
題
点

を
指
摘 

２
月
26
日
に
開
会
し
た
門
真
市
議

会
で
市
長
は
、
施
政
方
針
の
説
明
を
行

っ
た
後
に
、「
市
民
や
職
員
の
先
導
役
を

担
い
、
更
な
る
発
展
の
た
め
、
引
き
続

き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
で
約
束
し
た

施
策
に
磨
き
を
か
け
る
」
と
語
り
、
三

選
を
目
指
し
て
、
次
期
市
長
選
挙
に
出

馬
表
明
し
ま
し
た
。 

ま
た
、（
２
日
前
に
出
馬
表
明
し
た
宮

本
府
議
を
意
識
し
て
か
）
施
政
方
針
演

説
の
中
で
「
現
段
階
の
都
構
想
は
門
真

市
へ
の
影
響
が
見
え
に
く
い
。
大
阪
府

は
財
政
状
況
が
悪
く
、
都
に
な
っ
て
も

財
源
の
調
整
機
能
が
可
能
な
の
か
な
ど

の
疑
問
が
多
々
あ
る
」
と
大
阪
維
新
の

会
が
進
め
る
大
阪
都
構
想
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 大
阪
都
構
想
と
は 

橋
下
大
阪
市
長
と
大
阪
維
新
の
会
が

実
現
を
目
指
し
て
い
る
大
阪
都
構
想
は
、

政
令
指
定
都
市
の
大
阪
市
を
廃
止
し
て

５
か
ら
７
の
特
別
区
に
再
編
し
、
大
阪

府
を
「
大
阪
都
」
に
移
行
さ
せ
、
大
阪

市
の
行
政
機
能
・
財
源
を
「
大
阪
都
」

に
移
譲
・
統
合
す
る
も
の
で
す
。
当
初

は
堺
市
も
こ
の
構
想
に
組
み
込
む
予
定

で
し
た
が
、
現
堺
市
長
は
こ
の
大
阪
都

構
想
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た

た
め
に
、
大
阪
市
だ
け
の
移
譲
・
統
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
５
年
４
月
発
足
め
ざ
し
て
、

今
年
２
月
か
ら
、
具
体
的
な
制
度
設
計

を
お
こ
な
う
法
定
協
議
会
の
会
合
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
阪
都
構
想
は
、
三
つ
の
要
素
か
ら

で
き
て
い
ま
す
。 

第
一
は
、「
集
権
化
」。
大
阪
府
庁
と

大
阪
市
役
所
の
統
合
に
よ
り
、
遅
れ
て

い
た
関
西
国
際
空
港
へ
の
連
絡
鉄
道
の



 

 

高
速
化
、
高
速
道
路
の
淀
川
左
岸
線
の

建
設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
都
市

戦
略
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

第
二
は
、「
分
権
化
」。
人
口
２
６
７

万
人
を
擁
す
る
巨
大
な
大
阪
市
域
を
５

～
７
つ
に
分
け
て
特
別
自
治
区
を
設
立

し
ま
す
。
特
別
自
治
区
に
は
、
通
常
の

市
町
村
以
上
の
中
核
市
並
み
の
権
限
を

与
え
る
と
し
て
い
ま
す
。 

第
三
は
「
民
営
化
」
で
す
。
公
共
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
市
役
所
全
体
か
ら
切
り

離
し
、
別
法
人
化
し
ま
す
。
地
下
鉄
や

水
道
な
ど
黒
字
事
業
は
民
営
化
。
バ
ス

の
一
部
路
線
は
民
間
に
事
業

譲
渡
。
公
務
員
に
よ
る
直
営

を
や
め
て
経
営
を
効
率
化
す

る
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
狙
い
は
大
阪
市
の
権

限
と
財
源
を
「
大
阪
都
」
に

吸
い
上
げ
、
大
型
開
発
や
カ

ジ
ノ
誘
致
な
ど
財
界
が
求
め

る
「
成
長
戦
略
」
を
一
元
的
・

効
率
的
に
進
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。 

 

  

大
阪
都
構
想
は 

財
界
の
長
年
の
願
い 

こ
の
大
阪
都
構
想
は
橋
下
市
長
の
思

い
つ
き
で
は
な
く
、
関
西
財
界
の
長
年

の
願
い
で
す
。 

１
９
５
３
年
に
大
阪
経
済
振
興
審
議

会
が
府
市
の
二
重
行
政
の
弊
害
を
言
い
、

１
９
５
９
年
に
大
阪
商
工
会
議
所
が

「
府
・
市
行
政
化
の
一
体
化
に
関
す
る

意
見
」
を
決
議
。
２
０
０
２
年
に
関
西

経
済
同
友
会
が
「
関
西
活
性
化
の
た
め

の
府
市
統
合
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。 

橋
下
市
長
が
進
め
る
大
阪
都
構
想

に
も
と
づ
い
て
、
大
阪
市
で
は
公
務
職

場
の
市
場
開
放
が
進
め
ら
れ
、
営
利
目

的
の
民
営
化
提
案
が
次
々
と
提
案
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
財
界
の
狙
い
が

わ
か
り
ま
す
。 

 都
構
想
実
現
後
の
次
の
課
題 

グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
構
想 

維
新
の
会
・
宮
本
氏
が
市
長
選
へ
の

立
候
補
に
あ
た
っ
て
、「
衛
星
市
で
も
大

阪
都
構
想
に
向
か
っ
て
推
進
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
の
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪

構
想
の
こ
と
で
す
。 

グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
構
想
は
、
大
阪
都

構
想
の
第
二
段
階
に
相
当
し
ま
す
。 

大
阪
都
構
想
の
第
一
段
階
で
は
、
大
阪

府
と
大
阪
市
を
統
合
し
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
は
、
大
阪
市
の
隣
接
地
域
を
再
編

し
て
特
別
自
治
区
と
し
て
、
成
長
戦
略

の
加
速
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
維
新
の
会
が
言
う
「
グ
レ
ー
タ

ー
大
阪
」
と
呼
ぶ
地
域
は
、
左
の
地
域

“グレーター大阪”大阪市と隣接する自治体 

大阪維新の会（政調会）「［図解］大阪維新 チ
ーム橋下の戦略と作戦」（ＰＨＰ研究所）より 

 ２月２７日付「讀賣新聞」夕刊より 



 

の
図
で
す
。 

尼
崎
市
は
兵
庫
県
で
す
が
、
電
話
の

市
外
局
番
も
大
阪
と
同
じ
０６

で
大
阪

都
市
圏
の
外
縁
部
と
い
う
側
面
が
強
い

の
で
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
に
加
え
て
い
ま

す
。 維

新
の
会
は
、
基
礎
自
治
体
の
規
模

は
約
30
万
人
と
考
え
て
い
る
の
で
、
門

真
市
が
大
阪
都
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は

守
口
市
（
守
口
市
長
は
維
新
の
会
の
市

長
）
や
大
東
市
な
ど
と
合
併
し
て
特
別

区
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

今
年
４
月
２
日
、
日
本
維
新
の
会
の

政
調
会
長
の
浅
田
均
大
阪
府
議
会
議
長

は
兵
庫
県
・
伊
丹
市
長
選
の
立
候
補
予

定
者
の
集
会
で
講
演
し
、
大
阪
府
と
大

阪
市
統
合
が
実
現
し
た
後
に
は
、
兵
庫

県
南
東
部
（
伊
丹
市
・
尼
崎
市
・
芦
屋

市
・
西
宮
市
・
宝
塚
市
・
神
戸
市
な
ど
）

ま
で
も
大
阪
都
に
合
併
し
て
そ
の
特
別

区
と
し
、「
東
京
に
対
決
す
る
強
烈
な
自

治
体
」
と
し
て
の
「
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
」

を
つ
く
る
べ
き
だ
と
す
る
構
想
を
表
明

し
て
い
ま
す
。 

日
本
維
新
の
会
で
は
、
今
年
７
月
の

兵
庫
県
知
事
選
、
同
年
11
月
の
神
戸
市

長
選
で
も
独
自
候
補
を
立
て
る
方
針
を

決
定
し
て
い
ま
す
。 

グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

首
都
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
行
政
区
画

「
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
」
に
倣
っ

た
構
想
で
す
。 

グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
は
、
中
心

地
で
あ
る
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン

（
市
）
に
32
の
特
別
区
を
加
え
た
範
囲

を
領
域
と
し
、
交
通
、
警
察
、
経
済
開

発
、
消
防
、
救
急
な
ど
の
幅
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
権
限
を
有
し
て
い
ま
す
。 

 最
終
ゴ
ー
ル
は 

関
西
州
の
実
現 

 大
阪
維
新
の
会
は
、
大
阪
都
構
想
実

現
後
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
構
想
と
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
２
年
６
月
に
追

加
さ
れ
た
「
大
阪
市
に
ふ
さ
わ
し
い
大

都
市
制
度
、
大
阪
都
の
実
現
」
に
お
い

て
、「
大
阪
都
は
関
西
州
へ
の
ス
テ
ッ
プ
」

と
し
、「
最
終
ゴ
ー
ル
は
関
西
州
」
と
関

西
財
界
の
主
張
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

最
終
的
な
目
標
は
関
西
州
で
す
が
、

そ
れ
に
至
る
過
程
と
し
て
関
西
広
域
連

合
、
大
阪
都
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の
役
割
を

明
確
に
し
、
広
域
機
能
を
一
元
化
さ
せ

た
の
が
大
阪
都
で
あ
り
、
道
州
制
の
さ

き
が
け
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

 関
西
州
の
実
現
に
む
け

て
市
町
村
に
権
限
移
譲 

 

今
職
場
で
は
、
国
の
地
方
分
権
一
括

法
に
よ
る
権
限
移
譲
と
併
せ
て
、
大
阪

府
の
事
務
と
権
限
を
市
町
村
に
任
せ
る

「
大
阪
府
権
限
移
譲
」
が
進
め
て
い
ま

す
。 

関西広域連合 

大阪維新の会（政調会）「［図解］大阪維新 チ
ーム橋下の戦略と作戦」（ＰＨＰ研究所）より 



 

 

こ
れ
は
橋
下
氏
が
知
事
時
代
の
２
０

０
９
年
３
月
に
大
阪
府
が
出
し
た
「
大

阪
府
分
権
ビ
ジ
ョ
ン
」、
そ
れ
を
受
け
て

府
と
市
町
村
で
構
成
す
る
分
権
協
議
会

が
作
成
し
た
「
分
権
協
議
会
の
ま
と
め
」、

そ
し
て
同
年
７
月
に
府
が
公
表
し
た
実

施
方
針
と
な
る
「
権
限
移
譲
の
基
本
的

考
え
方
」
に
も
と
づ
い
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
内
容
は
、
大
阪
府
が
権
限
を
も

っ
て
い
る
事
務
を
市

町
村
に
移
譲
し
、
市

町
村
が
特
例
市
並
み

の
事
務
権
限
を
持
つ

よ
う
に
す
る
と
い
う

も
の
。
移
譲
さ
れ
れ

ば
、
市
町
村
の
事
務

権
限
が
大
き
く
な
り
、

中
核
市
と
特
例
市
の

中
間
に
相
当
す
る
事

務
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
大
阪

府
は
こ
れ
を
大
阪
版

特
例
市
と
よ
ん
で
い

ま
す
。
大
阪
府
は
市

町
村
が
ど
れ
だ
け
の

事
務
権
限
を
受
け
る

予
定
か
、
市
町
村
に

平
成
２４

年
度
ま
で

の
「
実
施
計
画
」
を

つ
く
ら
せ
て
い
ま
す
。 

門
真
市
も
、
府
の

関西州実現に向けての工程表 

大阪府「権限移譲の基本的考え方」より 



「市政改革プラン」 
 2013年度予算での削減・負担増 
国保料 ３％の値上げ 

保育料 大半の世帯で値上げ 

新婚家庭補助 新規募集停止の継続 

上下水道減免 ９月末に廃止 

敬老パス 年 3,000円を徴収 

老人憩の家 運営経費の２分の１に
補助削減 

高齢者食事サー
ビス事業補助 

経費を大幅削減 

市区社協交付金 ２５％削減 

 

提
案
移
譲
事
務
が
７４
あ
り
ま
し
た
が
、

５５
事
務
移
譲
受
け
入
れ
し
て
い
ま
す
。

（
そ
の
内
２４
事
務
は
国
か
ら
の
法
定

移
譲
事
務
と
な
っ
た
も
の
） 

そ
し
て
権
限
移
譲
の
第
２
段
階
と
し

て
平
成
２６
年
度
以
降
に
、
更
な
る
権
限

移
譲
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。
第
２
段

階
で
は
、
大
阪
府
で
な
く
て
は
担
え
な

い
事
務
以
外
の
す
べ
て
の
事
務
が
権
限

移
譲
の
対
象
と
な
る
と
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
府
は
こ
の
「
大
阪
版
権
限
移
譲
」

に
よ
っ
て
、
府
の
行
財
政
負
担
を
軽
く

し
、
府
財
政
の
再
建
を
図
る
と
と
も
に
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
う
え
で
の
役
割

を
後
退
さ
せ
、
こ
れ
を
通
じ
て
大
阪
府

の
解
体
と
関
西
州
へ
の
道
を
開
こ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。 

そ
の
こ
と
が
、「
大
阪
府
分
権
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
「
関
西
州
実
現
に
向
け
て
の
工

程
表
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
市

町
村
の
権
限
移
譲
は
、
①
移
譲
受
け
入

れ
は
、
市
町
村
の
自
主
的
判
断
を
尊
重

す
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
大
阪
府
の
「
押
し
付
け
」
に
よ

っ
て
市
町
村
が
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な

い
。
②
府
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲

に
と
も
な
う
財
政
支
援
が
不
十
分
な
た

め
に
、
移
譲
後
の
専
門
職
員
の
配
置
等

人
員
も
含
め
た
事
務
体
制
の
確
立
に
問

題
が
で
た
り
、
そ
の
影
響
で
他
の
市
町

村
事
務
に
支
障
が
で
た
り
す
る
。
③
移

譲
の
た
め
の
人
的
支
援
が
不
十
分
で
あ

る
た
め
に
、
事
務
処
理
の
継
承
が
で
き

な
い
、
事
務
が
統
一
さ
れ
る
べ
き
な
の

に
市
町
村
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
。
④
単
独
で
の
受
け
入
れ
が
難
し

い
場
合
、
や
む
な
く
広
域
連
合
で
受
け

入
れ
る
市
町
村
も
生
ま
れ
、
市
町
村
合

併
に
む
け
て
の
誘
因
に
な
り
、
大
阪
府

が
狙
う
関
西
州
に
む
け
た
手
段
と
な
る

な
ど
、
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。 

都
道
府
県
と
市
町
村 

  

地
方
自
治
法
で
は
、
①
広
域
的
事
務
、

②
連
絡
調
整
事
務
、
③
補
完
的
事
務
を

都
道
府
県
の
役
割
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
都
道
府
県
の
現
状
は
、
補
完
的

事
務
が
そ
の
５０
～
７５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
都
道
府
県
の
現
状
は
、

市
町
村
と
の
間
で
「
二
重
行
政
」
的
な

政
策
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
都
道
府
県

が
市
町
村
の
自
律
的
な
運
営
を
担
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
維
新
の
会
は
、
こ
の
都
道

府
県
の
補
完
的
な
事
務
を
お
こ
な
う
役

割
を
、「
二
重
行
政
」
で
あ
る
と
し
て
廃

し
て
、
産
業
基
盤
（
競
争
・
成
長
）
に

関
わ
る
事
務
は
広
域
自
治
体
（
大
阪
都
）、

住
民
の
生
活
基
盤
（
安
心
）
に
関
わ
る

事
務
は
基
礎
自
治
体
（
市
町
村
と
特
別

自
治
区
）
と
分
離
し
て
い
ま
す
。 

 
大
阪
市 

都
構
想
へ
向
け

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
・

統
合
・民
営
化
ず
ら
り 

 

橋
下
大
阪
市
長
が
い
ま
大
阪
市
民
に

押
し
つ
け
て
い
る
の
は
、
２
０
１
５
年

４
月
と
し
て
い
る
「
大
阪
都
」
実
現
ま

で
の
３
年
間
で
従
来
の
市
民
向
け
施

策
・
事
業
の
う
ち
約
３
９
３
億
円
分
を

削
減
す
る
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」（
昨
年

７
月
策
定
）
で
す
。 

２
０
１
３
年
度
予
算
案
で
は
、
左
表

の
と
お
り
、
約
１
３
６
億
円
の
削
減
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。 

 

市
の
世
帯
の
４
割
近
く
が
加
入
す
る

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
３
％
の
値
上

げ
、
７０
歳
以
上
の
敬
老
パ
ス
の
有
料
化

な
ど
市
民
負
担
が
目
白
押
し
で
す
。
地

域
福
祉
を
支
え
て
き
た
市
・
区
社
会
福



祉
協
議
会
へ
の
交
付
金
を
２５
％
削
減

す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
つ
ぶ
し

を
促
進
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
大
阪
市
を
廃
止
し
て
特
別

区
に
分
割
し
た
際
、
い
ま
と
比
べ
て
大

き
く
落
ち
る
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
先
取
り
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で

す
。 

 

ま
た
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
市
営
交

通
の
民
営
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
関
西

財
界
が
求
め
て
き
た
黒
字
の
地
下
鉄
の

民
営
化
を
１５
年
度
に
実
現
す
る
た
め

に
、
地
下
鉄
が
支
援
し
て
き
た
市
バ
ス

の
１７
路
線
の
廃
止
、残
り
の
８９
路
線
を

売
却
し
民
営
化
、「
赤
バ
ス
」
と
呼
ば
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
廃
止
で
す
。 

そ
の
他
、
一
部
保
育
所
を
除
き
市
立

幼
稚
園
・
保
育
園
の
廃
止
・
民
営
化
、

府
立
病
院
へ
の
統
合
を
ね
ら
う
市
立
住

吉
病
院
の
廃
止
、
大
阪
府
内
４２
市
町
村

が
運
営
す
る
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
に

大
阪
市
の
水
道
事
業
を
移
管
す
る
水
道

統
合
な
ど
、
都
構
想
へ
向
け
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
削
減
・
統
合
・
民
営
化
が
ず
ら

り
と
あ
り
ま
す
。 

今
の
大
阪
市
の
市
民
に
押
し
付
け
て

い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
大
阪
都
構
想
が

何
を
め
ざ
す
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
・
統
合
・
民
営

化
を
お
こ
な
っ
て
、
身
近
な
自
治
体
か

ら
権
限
と
財
源
を
奪
い
、
大
企
業
奉
仕

の
「
成
長
戦
略
」
を
一
元
的
・
効
率
的

に
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。 

  市
長
の
命
令
に
従
う 

上
命
下
服
の
軍
隊
型
組
織
へ 

 

こ
の
大
阪
都
構
想
を
強
引
に
進
め
て

い
く
た
め
に
、
大
阪
市
で
は
、
職
員
を

市
長
の
命
令
に
従
う
上
命
下
服
の
軍
隊

型
組
織
に
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
職
員
や
職
員
労
働
組

合
に
対
し
て
攻
撃
を
か
け
て
き
て
い
ま

す
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

や
集
会
・
結
社
・
表
現
の
自
由
、
思
想
・

良
心
の
自
由
、
労
働
団
結
権
な
ど
の
民

主
的
権
利
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。 

労
働
組
合
事
務
所
の
庁
舎
か
ら
の
撤

去
通
告
や
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

労
働
組
合
を
敵
視
し
て
違
法
な
不
当
労

働
行
為
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
職
員
基
本
条
例
」
に
基
づ
く

職
員
の
評
価
制
度
を
絶
対
評
価
か
ら
相

対
評
価
に
変
更
し
、
評
価
を
昇
給
や
一

時
金
支
給
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
分
限
免
職

処
分
を
可
能
と
す
る
な
ど
市
長
の
絶
対

支
配
体
制
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 大
阪
都
に
な
れ
ば
門
真 

市
税
収
入
額
３２

％
減 

 
 

門
真
市
が
大
阪
都
に
な
れ
ば
、
市
税 

収
入
額
は
ど
う
な
る
の
か
、
市
職
労
で 

試
算
し
て
み
ま
し
た
。 

 

現
行
の
東
京
都
と
特
別
区
の
財
政
制 

度
に
も
と
づ
き
、
平
成
２３
年
度
決
算
で 

試
算
し
た
と
こ
ろ
、
市
税
収
入
額
で
５８ 

億
３
９
０
０
万
円
、
３２
％
が
減
に
な
る 

こ
と
が
試
算
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
都
が
区
に
交
付
す
る
特
別
区
財 

政
調
整
交
付
金
が
（
門
真
市
で
課
税
さ 

れ
て
い
た
）
大
阪
都
が
課
税
す
る
固
定 

資
産
税
・
市
町
村
民
税
法
人
分
の
一
定 

割
合
（
維
新
案
60
％
）
で
し
か
交
付
さ 

れ
な
い
か
ら
で
す
。 

し
か
も
地
方
交
付
税
の
算
定
上
、

大
阪
都
と
特
別
区
は
一
体
と
し
て

一
つ
の
団
体
と
し
て
み
な
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
特
別
区
は
地
方
交
付

税
の
直
接
的
な
交
付
団
体
と
な
り

ま
せ
ん
。
門
真
市
は
地
方
交
付
税
を

平
成
２３
年
度
決
算
で
６２
億
３
０
０

万
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市税収入額試算 
（市職労試算 平成23年度決算 単位百万円） 

門   真   市 ( 現  行 ) 18,261 

大
阪
都
門
真
区 

地  方  税 6,278 

都区財政調整制度にもとづく特別
区財政調整交付金（大阪都が課税する

固定資産税・市町村民税法人分の一定割合

を都が区に交付 維新案60％で試算） 

6,144 

区税収入総額 12,422 

差      額 5,839 



 
巨
大
開
発
を
進
め
る
大
阪 

都
構
想
の
推
進
で
は
な
く

市
民
が
主
人
公
の
市
政
を 

 

大
阪
都
構
想
は
、「
二
重
行
政
」
を
解

消
す
る
と
い
う
名
目
で
市
民
向
け
の
予

算
を
削
減
し
ま
す
。 

ま
た
、
門
真
市
が
大
阪
都
構
想
に
組

み
込
ま
れ
れ
ば
、
近
隣
市
と
合
併
し
て

特
別
区
に
な
っ
て
、
門
真
市
が
地
図
か

ら
な
く
な
る
の
で
す
。
特
別
区
に
な
る

と
貴
重
な
財
源
が
大
阪
都
に
吸
い
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
事

務
は
基
礎
的
自
治
体
の
役
割
と
し
て
市

町
村
や
特
別
区
に
は
押
し
付
け
、
市
町

村
は
押
し
付
け
ら
れ
た
施
策
を
民
営
化

し
、
予
算
削
減
を
進
め
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
し
て
確
保
し
た
財
源
を
大
阪
都
は

大
型
公
共
事
業
な
ど
の
大
阪
の
巨
大
開

発
事
業
に
偏
重
し
た
「
成
長
戦
略
」
を

一
元
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い
く
も
の

で
す
。 

大
阪
都
が
巨
大
開
発
が
推
進
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
切
捨
て
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。 そ

し
て
職
場
で
は
大
阪
市
で
お
き
て

い
る
人
権
蹂
躙
、
憲
法
違
反
の
暗
黒
の

状
態
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
大
阪
都
構
想
の
推
進
を

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

園
部
市
政
は
、「
公
民
協
働
」
の
推
進

し
な
が
ら
、
行
革
の
「
成
果
」
を
ま
ち

づ
く
り
な
ど
へ
「
投
資
」
す
る
と
し
て
、

「
幸
福
町
・
中
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
。 

団
塊
世
代
の
退
職
に
伴
う
一
定
人
数

の
職
員
採
用
は
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
現
業
職
の
１２
年
連
続
不
採
用

な
ど
の
採
用
抑
制
に
よ
っ
て
、
第
二
次

職
員
適
正
化
計
画
を
超
過
達
成
し
て
、

大
幅
な
人
員
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
こ
れ
ま
で
管
理
職
に
実
施
し

て
い
た
人
事
評
価
制
度
で
は
、
今
年
度

か
ら
処
遇
（
一
時
金
の
勤
勉
手
当
や
昇

給
）
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
昨
年
度

か
ら
絶
対
評
価
か
ら
相
対
評
価
に
す
る

と
と
も
に
、
一
般
職
に
も
（
当
面
、
絶

対
評
価
で
実
施
、
賃
金
リ
ン
ク
は
し
な

い
）
人
事
評
価
制
度
実
施
に
固
執
す
る

な
ど
、
総
人
件
費
の
さ
ら
な
る
削
減
と

物
言
わ
ぬ
職
員
づ
く
り
を
狙
う
な
ど
、

「
維
新
」
政
治
的
な
も
の
が
門
真
市
政

に
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

門
真
市
職
労
は
、
大
阪
都
構
想
の
推

進
を
許
さ
ず
、
市
職
労
も
参
加
し
て
い

る
「
市
民
こ
そ
主
人
公
の
住
み
よ
い
門

真
市
政
を
つ
く
る
会
」
と
と
も
に
、
市

民
の
く
ら
し
と
権
利
を
守
り
、
職
員
が

安
心
し
て
働
き
、
働
き
が
い
の
あ
る
、

市
民
参
加
に
よ
る
市
民
本
位
の
民
主
的

な
門
真
市
政
の
実
現
め
ざ
し
奮
闘
し
ま

す
。 
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